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大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
六
月
、
長
野
県
上
伊
那
郡
手
良
村
に

生
ま
れ
る
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
、
上
伊
那
農
業
学
校
第
二
部
三

年
卒
業
。

昭
和
十
三
年
四
月
、
赤
穂
竜
水
社
蚕
種
部
に
入
社
。

昭
和
十
五
年
、
満
州
関
東
軍
に
入
隊
。

昭
和
十
八
年
三
月
、
満
州
関
東
軍
満
期
除
隊
。

昭
和
十
八
年
四
月
、
満
州
国
乾
安
県
県
公
署
勤
務
。

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
、
臨
時
召
集
に
よ
り
新
京
（
長
春
）

防
衛
司
令
部
挺
進
隊
に
入
隊
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
に
よ
り
新
京
第
四
大
学
に
集
結
す

る
、
兵
器
を
公
主
嶺
に
納
め
に
行
き
、
第
四
大
学
に
帰
る
と
同

時
に
新
京
地
区
よ
り
の
召
集
者
は
召
集
除
隊
と
な
る
。
勤
務
地

乾
安
県
公
署
の
官
舎
に
帰
る
、
既
に
官
舎
は
無
人
と
な
っ
て
い

る
。
再
度
第
四
大
学
に
行
く
。

九
月
に
入
っ
て
千
五
百
人
の
作
業
大
隊
が
編
成
さ
れ
る
。
九

月
七
日
に
第
四
大
学
を
出
て
駅
も
な
い
所
で
待
っ
て
い
た
貨
車

に
乗
せ
ら
れ
る
。

列
車
は
や
が
て
黒
河
に
着
く
、
こ
こ
で
黒
竜
江
に
停
泊
し
て

い
る
大
き
な
船
に
、
満
州
各
地
か
ら
列
車
で
運
ば
れ
て
来
る
物

資
を
貨
車
か
ら
降
ろ
し
、
船
に
積
み
込
む
作
業
を
一
週
間
続
け

る
。
船
に
満
載
し
終
え
る
と
、
今
度
は
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス

ク
に
渡
る
。
こ
こ
で
船
か
ら
荷
降
ろ
し
作
業
を
一
週
間
が
か
り

で
終
え
る
。

作
業
が
終
わ
る
と
ま
た
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
何
日
走
っ
た
か
、

着
い
た
所
は
エ
ニ
セ
イ
河
の
ほ
と
り
、
こ
こ
で
船
に
乗
り
換
え

て
エ
ニ
セ
イ
河
を
遡
る
こ
と
五
日
。
更
に
歩
い
て
五
日
、
着
い

た
所
は
山
の
馬
小
屋
だ
っ
た
。
こ
の
間
食
糧
の
配
給
は
少
な

く
、
体
力
は
消
耗
し
何
人
か
の
死
者
が
出
る
。

こ
こ
の
馬
小
屋
を
改
造
し
板
で
二
段
に
仕
切
っ
て
あ
る
、
こ

れ
が
収
容
所
で
あ
る
。
便
所
は
な
く
、
大
便
は
風
除
け
を
造

り
、
小
便
は
旗
を
立
て
、
印
を
し
た
だ
け
の
所
で
用
を
足
す
。

ま
こ
と
粗
末
な
収
容
所
で
あ
っ
た
。



作
業
は
木
材
の
伐
採
作
業
で
あ
っ
た
。
朝
五
時
頃
起
床
、
点

呼
、
名
ば
か
り
の
朝
食
を
済
ま
せ
る
と
現
場
に
行
き
、
ヨ
キ
と

ピ
ラ
を
受
け
取
り
、
山
に
入
り
作
業
に
か
か
る
。

冬
の
シ
ベ
リ
ア
は
厳
し
い
寒
さ
の
上
、
昼
が
短
く
三
時
を
過

ぎ
る
頃
に
は
暗
く
な
る
。
昼
食
は
ス
ー
プ
が
出
る
だ
け
、
空
腹

と
疲
労
で
、
仕
事
は
捗
ら
な
い
。
一
日
の
ノ
ル
マ
は
二
人
で

一
・
一
メ
ー
ト
ル
に
切
っ
た
木
を
二
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
、
一

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
夜
、
分
隊
長
の
私
が
呼
び
出
さ
れ
、
ノ
ル
マ
を
達
成
し

て
い
な
い
者
が
い
る
、
明
日
か
ら
達
成
出
来
な
い
者
は
営
倉
に

入
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
営
倉
は
食
事
も
な
く
、
火
の
気
の
な
い

所
に
入
れ
て
お
く
。
死
ぬ
の
は
必
定
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

考
え
た
末
、
検
査
の
済
ん
だ
の
を
積
み
替
え
て
そ
の
場
を
通

す
。し

か
し
過
労
と
栄
養
失
調
で
倒
れ
る
者
が
後
を
断
た
ず
、
そ

の
数
七
百
人
に
達
す
る
。

や
が
て
遅
い
シ
ベ
リ
ア
の
春
が
来
て
エ
ニ
セ
イ
川
の
水
量
が

増
し
た
五
月
、
大
き
な
船
が
来
て
、
部
隊
全
員
こ
の
船
に
乗

り
、
川
を
下
り
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
に
着
く
。
半
数
近
く
に

な
っ
た
部
隊
は
再
編
さ
れ
、
階
級
章
は
全
員
外
さ
れ
、
班
長
は

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
収
容
所
は
山
よ
り
良
か
っ
た
、
作

業
は
住
宅
等
の
建
築
、
石
炭
の
貨
車
下
ろ
し
等
で
、
石
炭
下
ろ

し
は
十
五
ト
ン
車
を
二
人
で
下
ろ
す
。

ま
た
こ
の
頃
か
ら
ア
ク
チ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
連
中
に
よ
る
民

主
教
育
が
始
ま
る
。
時
々
配
ら
れ
る
『
日
本
新
聞
』
を
教
本
に

行
わ
れ
る
。
気
は
進
ま
ぬ
が
日
本
へ
帰
る
た
め
と
や
む
を
得

ず
、
進
ん
で
や
る
振
り
を
し
て
そ
の
場
を
繕
う
。

体
調
を
崩
し
て
い
た
私
は
隊
長
室
に
呼
ば
れ
「
病
弱
者
五
十

人
程
を
日
本
ま
で
無
事
連
れ
て
帰
れ
」
と
言
わ
れ
、
共
に
列
車

に
て
ナ
ホ
ト
カ
へ
、
更
に
船
に
乗
り
舞
鶴
に
上
陸
し
、
久
し
ぶ

り
の
我
が
家
に
辿
り
着
い
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
四

日
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
体
調
を
整
え
て
就
職
先
を
探
し
た
が
、
役
場
、
農

協
、
そ
の
他
ど
こ
へ
行
っ
て
も
シ
ベ
リ
ア
帰
り
は
共
産
党
と

言
っ
て
断
ら
れ
た
。
三
年
が
経
過
し
養
蚕
の
技
術
が
認
め
ら

れ
、
竜
水
社
に
採
用
と
な
り
、
各
農
協
管
内
の
養
蚕
農
家
の
指

導
に
当
た
る
。




